
令和８年度 

第１回八雲町社会教育委員会議 

 

○と き   令和８年６月２日（火） 

                         午後６時３０分～ 

○ところ   八雲町公民館第１・２集会室 

 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ あいさつ             八雲町教育委員会  教育長 西 田 浩 人

                   八雲町社会教育委員 委員長 小 出 政 彦 

 

３ 委員紹介 

 

 

４ 議  題 

（１）令和７年度 社会教育課・熊石教育事務所所管事業実施報告並びに事業決算の概要

について 

 

 

（２）令和７年度 社会教育委員各部会等活動報告について 

 

 

（３）令和８年度 社会教育課・熊石教育事務所所管事業計画について 

 

 

（４）令和８年度 社会教育委員各部会等活動計画について 

 

 

（５）その他 

 

 

５ 閉  会 





【少
年

教
育

関
係

事
業

】
【単

位
：予

算
（千

円
）、

決
算

（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

8
2
,4

0
0

子
ど

も
5
名

、
大

人
3
名

R
6

9
4
,5

0
0

子
ど

も
9
名

、
大

人
6
名

R
5

9
8
,4

0
0

子
ど

も
2
1
名

、
大

人
7
名

R
7

5
5

4
6
,2

0
0

小
学

生
1
0
4
名

小
学

校
4
校

R
6

5
1

5
2
,5

4
5

小
学

生
1
0
9
名

小
学

校
4
校

　
◆

公
民

館
事

業
R

5
5
0

4
7
,8

4
0

小
学

生
1
1
2
名

小
学

校
4
校

R
7

3
4

2
2
,0

5
0

4
回

・
延

べ
5
4
名

R
6

3
5

2
5
,8

5
0

4
回

・
延

べ
4
9
名

R
5

3
5

2
4
,4

5
0

4
回

・
延

べ
5
6
名

R
7

3
7

8
,4

0
0

小
学

生
8
名

、
中

学
生

2
名

R
6

3
7

7
,5

0
0

小
学

生
10

名
、

中
学

生
1名

R
5

3
8

7
,7

5
0

小
学

生
7
名

、
中

学
生

0
名

R
7

9
4

8
9
,5

0
0

小
学

生
3
7
名

、
中

学
生

2
4
名

R
6

9
5

8
9
,3

9
0

小
学

生
4
4
名

、
中

学
生

2
0
名

R
5

9
5

8
1
,9

0
0

小
学

生
5
0
名

、
中

学
生

1
6
名

R
7

参
加

者
1
9
名

R
6

参
加

者
1
9
名

◆
公

民
館

事
業

R
5

参
加

者
2
1
名

令
和

７
年

度
八

雲
町

社
会

教
育

課
・
熊

石
教

育
事

務
所

所
管

事
業

に
つ

い
て

「
金

魚
ね

ぷ
た

」
を

作
る

こ
と

に
よ

り
、

自
分

の
手

で
工

夫
し

て
作

る
体

験
の

中
か

ら
、

日
本

の
伝

統
的

な
も

の
づ

く
り

を
学

び
親

し
む

と
と

も
に

、
青

少
年

の
健

全
育

成
を

図
る

。
◆

講
師

　
成

田
幻

節
氏

（
ね

ぷ
た

絵
師

）
※

主
管

：
若

人
の

集
い

第
4
7
回

子
ど

も
ア

イ
デ

ィ
ア

工
作

展
8
月

～
9
月

公
民

館

ふ
れ

あ
い

交
流

セ
ン

タ
ー

く
ま

い
し

館

子
ど

も
の

創
造

す
る

力
を

の
ば

し
、

手
作

り
の

楽
し

さ
や

工
夫

す
る

喜
び

を
理

解
さ

せ
る

と
と

も
に

「
科

学
す

る
心

」
を

涵
養

す
る

。
◆

参
加

者
　

町
内

小
学

生
◆

内
容

　
9
月

8
日

(月
)応

募
締

切
、

審
査

会
9
月

1
6
日

(火
)、

表
彰

式
9
月

2
9
日

(月
)

※
入

賞
作

品
の

1
2
点

は
北

海
道

青
少

年
科

学
技

術
振

興
作

品
展

に
出

品
、

う
ち

３
点

は
第

8
4

回
全

日
本

学
生

児
童

発
明

く
ふ

う
展

の
書

類
審

査
へ

出
品

ミ
ニ

金
魚

ね
ぷ

た
づ

く
り

講
習

会
（
第

4
0
回

旧
た

こ
づ

く
り

講
習

会
）

9
月

2
7
日

（
土

）
公

民
館

ユ
ー

ラ
ッ

プ
川

自
然

体
験

学
習

会

新
年

の
書

初
め

を
行

う
こ

と
で

書
に

親
し

み
子

ど
も

の
情

操
を

高
め

る
。

小
中

学
校

・
各

書
道

塾
な

ど
を

と
お

し
て

参
加

者
を

募
集

す
る

。
◆

小
・
中

学
生

対
象

、
小

学
校

1
年

生
～

6
年

生
の

各
学

年
ご

と
、

中
学

生
と

7
部

門
で

行
う

。
◆

大
会

：
1
月

6
日

（
火

）
、

審
査

会
：
1
月

7
日

（
水

）
、

表
彰

式
：
1
月

2
8
日

（
水

）
実

施
※

八
雲

、
熊

石
両

地
域

合
同

展
示

会
：
2
月

1
3
日

（
金

）
～

3
月

3
日

（
火

）

 ①
6
月

2
3
日

（
日

）
 ②

1
1
月

1
日

（
日

）
 ③

1
月

1
7
日

（
土

）
 ④

3
月

2
5
日

（
水

）

遊
楽

部
川

ほ
か

遊
楽

部
川

の
自

然
を

観
察

し
、

体
感

す
る

こ
と

で
郷

土
の

よ
さ

の
気

づ
き

を
促

す
と

と
も

に
、

環
境

問
題

に
つ

い
て

も
意

識
の

醸
成

を
図

る
。

◆
講

師
　

稗
田

一
俊

 氏
①

川
釣

り
探

検
（
2
1
名

）
　

　
②

鮭
の

遡
上

観
察

会
（
1
1
名

）
　

　
③

オ
オ

ワ
シ

、
オ

ジ
ロ

ワ
シ

観
察

会
（
1
4
名

）
　

④
鮭

の
稚

魚
観

察
会

（
8
名

）

新
年

の
書

初
め

を
行

う
こ

と
で

書
に

親
し

み
子

ど
も

の
情

操
を

高
め

る
。

◆
小

・
中

学
生

対
象

◆
大

会
：
1
月

8
日

（
木

）
、

審
査

会
：
1
月

8
日

（
木

）
実

施
※

八
雲

、
熊

石
両

地
域

合
同

展
示

会
：
2
月

1
3
日

（
金

）
～

3
月

3
日

（
火

）

1
月

6
日

（
火

）
八

雲
町

民
セ

ン
タ

ー
第

6
1
回

小
・
中

学
生

新
年

席
書

大
会

（
八

雲
地

域
）

新
春

書
初

め
席

書
大

会
（
熊

石
地

域
）

1
月

8
日

（
木

）

公
民

館
生

涯
学

習
講

座
（
子

ど
も

対
象

）

パ
レ

ッ
ト

　
　

6
月

～
2
月

ア
ト

リ
エ

　
1
0
月

1
0
日

（
金

）
～

1
0
月

1
3
日

（
月

）

公
民

館
創

作
活

動
を

す
る

こ
と

の
喜

び
と

楽
し

み
を

知
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

の
豊

か
な

感
性

を
育

む
。

・
子

ど
も

絵
画

パ
レ

ッ
ト

(幼
児

～
小

2
対

象
）
（
1
1
名

）
【
全

1
2
回

】
・
子

ど
も

絵
画

ア
ト

リ
エ

（
小

3
～

中
3
対

象
）
（
8
名

）
【
全

4
回

】

－ １ －



【少
年

教
育

関
係

事
業

】
【単

位
：予

算
（千

円
）、

決
算

（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

参
加

者
8
名

R
6

参
加

者
1
4
名

◆
公

民
館

事
業

R
5

参
加

者
1
1
名

R
7

1
8

3
,2

5
0

八
雲

5
名

R
6

1
9

6
,2

5
0

熊
石

1
2
名

、
八

雲
4
名

R
5

1
9

3
,3

0
0

八
雲

8
名

R
7

3
9

4
2
,9

2
4

子
ど

も
5
5
名

、
保

護
者

4
名

、
高

齢
者

1
6
名

　
ス

タ
ッ

フ
2
6
名

R
6

3
9

4
7
,6

0
0

子
ど

も
2
6
名

、
保

護
者

2
名

、
高

齢
者

1
0
名

R
5

3
9

2
5
,3

8
2

子
ど

も
8
1
名

、
保

護
者

1
7

名
、

高
齢

者
2
2
名

R
7

1
5

1
0
,4

0
0

4
回

、
延

べ
2
4
名

R
6

1
6

6
,8

5
0

2
回

、
延

べ
9
名

R
5

1
6

3
,5

2
0

2
回

、
延

べ
6
2
名

R
7

6
6

3
2
,1

1
8

3
1
名

（
9
チ

ー
ム

）

R
6

6
6

2
6
,1

0
9

2
1
名

（
7
チ

ー
ム

）

R
5

6
6

1
7
,6

4
0

2
5
名

（
9
チ

ー
ム

）

R
7

1
,6

7
0

1
,3

0
7
,0

6
8

（
受

入
）
児

童
1
3
名

参
加

（
派

遣
）
生

徒
7
名

派
遣

R
6

1
,6

3
1

1
,1

5
6
,1

9
0

（
受

入
）
児

童
1
2
名

参
加

（
派

遣
）
生

徒
6
名

派
遣

R
4

学
校

教
育

課
所

管

第
4
2
回

ふ
る

さ
と

発
見

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
大

会
9
月

2
1
日

（
日

）
町

内
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

に
参

加
す

る
こ

と
を

と
お

し
て

、
ふ

れ
あ

い
や

絆
を

深
め

る
と

と
も

に
、

八
雲

地
域

の
歴

史
や

文
化

を
学

ぶ
き

っ
か

け
と

す
る

。

国
際

交
流

事
業

　
①

3
月

4
日

（
水

）

　
②

3
月

1
1
日

（
水

）

①
く
ま

い
し

館

②
公

民
館

小
学

生
を

対
象

に
、

外
国

語
指

導
助

手
と

の
交

流
や

遊
び

を
と

お
し

て
、

異
文

化
を

体
験

し
国

際
理

解
を

図
る

。
◆

講
師

　
外

国
語

指
導

助
手

◆
内

容
　

「
英

語
で

つ
く

ろ
う

！
」

※
3
月

4
日

開
催

分
に

つ
い

て
は

申
込

少
数

に
よ

り
中

止

 ①
6
月

1
4
日

（
土

）
 ②

7
月

1
2
日

（
土

）
 ③

8
月

2
2
日

（
金

）
 ④

9
月

2
3
日

（
火

）
 ⑤

1
1
月

2
9
日

（
土

）
 ⑥

1
2
月

1
3
日

（
土

）

公
民

館
ほ

か

小
牧

市
八

雲
町

児
童

生
徒

学
習

交
流

事
業

（
受

入
）

7
月

2
8
日

（
月

）
　

～
7
月

3
1
日

（
木

）
（
派

遣
）

1
1
月

2
2
日

（
土

）
～

1
1
月

2
4
日

（
月

）

（
受

入
）

町
内

（
派

遣
）

愛
知

県
小

牧
市

ほ
か

公
民

館
生

涯
学

習
パ

ソ
コ

ン
講

座
（
子

ど
も

対
象

）
3
月

2
6
日

（
木

）
公

民
館

情
報

化
時

代
に

対
応

し
、

パ
ソ

コ
ン

講
座

を
開

催
す

る
。

・
八

雲
地

域
　

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

高
齢

者
と

子
ど

も
達

が
、

各
種

活
動

を
通

じ
て

世
代

間
交

流
す

る
こ

と
で

、
生

き
が

い
づ

く
り

や
感

謝
・
思

い
や

り
の

気
持

ち
を

育
む

。
◆

開
催

内
容

①
モ

ル
ッ

ク
体

験
（
子

3
名

、
ス

4
名

）
、

②
け

ん
玉

遊
び

（
子

1
3
名

、
保

1
名

、
ス

5
名

）
、

③
交

流
会

＆
ゲ

ー
ム

（
子

4
名

、
高

9
名

、
ス

2
名

）
、

④
木

で
あ

そ
ぼ

う
参

加
、

⑤
防

災
食

体
験

（
子

1
2

名
、

ス
7
名

）
⑥

も
ち

つ
き

（
子

2
3
名

、
高

7
名

、
ス

8
名

、
保

3
名

）
※

主
管

：
社

会
教

育
推

進
員

会

 ①
2
月

1
5
日

（
日

）
 ②

2
月

2
1
日

（
土

）
 ③

3
月

1
日

（
日

）
 ④

3
月

8
日

（
日

）

第
4
2
回

お
年

寄
り

と
子

ど
も

の
つ

ど
い

外
国

語
指

導
助

手
と

の
会

話
や

遊
び

を
通

し
て

、
外

国
の

文
化

や
生

活
に

つ
い

て
学

習
す

る
と

と
も

に
、

英
語

へ
の

理
解

を
深

め
る

。
◆

講
師

　
外

国
語

指
導

助
手

◆
内

容
　

簡
単

な
英

語
を

使
っ

た
歌

、
ゲ

ー
ム

な
ど

英
語

で
遊

ぼ
う

F
O

R
　

L
IT

T
L
E
　

C
H

IL
D

L
E
N

（
お

や
こ

の
英

語
教

室
）

公
民

館

　
八

雲
町

を
拓

い
た

祖
先

の
出

身
地

と
し

て
ゆ

か
り

の
深

い
愛

知
県

小
牧

市
の

児
童

と
の

学
習

を
通

し
て

両
市

町
の

交
流

を
図

る
。

　
夏

季
は

愛
知

県
小

牧
市

よ
り

児
童

2
4
名

受
入

（
３

泊
４

日
）
、

八
雲

町
児

童
1
3
名

参
加

　
秋

季
は

八
雲

町
か

ら
生

徒
7
名

、
引

率
2
名

を
派

遣
（
２

泊
３

日
）

－ ２ －



【少
年

教
育

関
係

事
業

】
【単

位
：予

算
（千

円
）、

決
算

（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

6
4
,1

9
0

感
想

簿
記

載
者

6
名

R
6

6
4
,8

5
0

感
想

簿
記

載
者

0
名

R
5

6
4
,4

4
0

感
想

簿
記

載
者

3
名

R
7

―
―

―

R
6

―
―

―

R
5

0
0

7
名

（
八

雲
高

校
2
年

生
）

R
7

1
4

3
,9

0
0

3
1
名

（
子

1
7
名

・
大

1
4
名

）

R
6

1
5

1
4
,9

5
0

2
6
名

（
子

1
5
名

・
大

1
1
名

）

R
5

1
5

1
,4

8
5

4
0
名

（
子

2
1
名

・
大

1
9
名

）

R
7

8
1
1
,9

3
5

参
加

者
1
4
名

（
勾

玉
作

り
）

R
6

9
4
,1

0
8

参
加

者
2
3
名

（
勾

玉
作

り
）

R
5

9
3
,9

0
0

参
加

者
3
4
名

（
勾

玉
作

り
）

R
7

1
2

7
,2

1
1

参
加

者
1
3
名

ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾄﾞ

ｱ
ｰ

ﾄ

R
6

1
2

0
参

加
者

3
名

絵
手

紙

R
5

1
5

0
―

R
7

2
3
8

2
1
1
,6

0
0

参
加

者
延

べ
4
8
名

R
6

2
3
0

2
1
1
,6

0
0

参
加

者
延

べ
3
4
名

R
5

2
2
5

1
5
0
,0

0
0

参
加

者
延

べ
2
6
名

戦
争

体
験

や
原

爆
被

爆
体

験
を

伝
え

る
た

め
、

原
爆

被
害

の
実

相
や

現
在

の
核

兵
器

の
状

況
な

ど
に

つ
い

て
描

か
れ

た
ポ

ス
タ

ー
を

と
お

し
て

戦
争

の
悲

惨
さ

を
知

り
、

被
爆

体
験

を
次

の
世

代
に

正
し

く
伝

え
、

平
和

意
識

を
高

め
る

。
◆

内
容

　
ポ

ス
タ

ー
展

示
「
サ

ダ
コ

と
折

り
鶴

」
ポ

ス
タ

ー
　

　
　

　
　

 千
羽

鶴
折

り
紙

コ
ー

ナ
ー

設
置

ヒ
ロ

シ
マ

・
ナ

ガ
サ

キ
原

爆
写

真
ポ

ス
タ

ー
展

①
7
月

8
日

～
1
8
日

②
7
月

2
3
日

～
3
1
日

③
8
月

4
日

～
1
8
日

①
く
ま

い
し

館
②

落
部

支
所

③
公

民
館

学
校

教
育

課
へ

所
管

替

町
長

と
高

校
生

の
意

見
交

換
会

八
雲

高
等

学
校

八
雲

町
の

高
校

生
が

、
八

雲
町

を
よ

り
よ

い
町

、
住

み
よ

い
町

に
す

る
た

め
に

、
町

長
と

の
意

見
交

換
を

と
お

し
て

、
ま

ち
づ

く
り

へ
の

関
心

を
高

め
る

機
会

と
す

る
。

ポ
ン

セ
イ

ヨ
ウ

ベ
ツ

川
右

岸
で

の
瀬

棚
層

の
観

察
や

貝
化

石
の

採
集

体
験

を
行

う
。

音
楽

に
対

す
る

関
心

を
高

め
、

演
奏

技
術

の
向

上
を

め
ざ

す
と

と
も

に
、

４
町

の
生

徒
が

互
い

に
交

流
を

深
め

る
。

◆
内

容
　

中
学

生
の

た
め

の
バ

ン
ド

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

　
　

　
　

 ガ
ラ

コ
ン

サ
ー

ト
　

な
ど

縄
文

文
化

体
験

講
座

1
月

1
8
日

（
日

）
公

民
館

勾
玉

に
つ

い
て

の
学

習
を

行
っ

た
あ

と
に

、
実

際
に

滑
石

と
い

う
石

を
加

工
し

て
勾

玉
作

り
を

体
験

す
る

。

少
年

文
化

財
教

室
1
1
月

2
2
日

（
土

）
公

民
館

資
料

の
観

察
と

工
作

を
通

し
て

、
八

雲
町

の
木

彫
り

熊
文

化
や

芸
術

へ
の

関
心

を
促

す
。

化
石

採
集

体
験

学
習

6
月

2
8
日

（
土

）

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

サ
マ

ー
ス

ク
ー

ル
7
月

5
日

（
土

)
～

7
月

6
日

（
日

）
今

金
中

学
校

上
八

雲

－ ３ －



【青
年

・成
人

教
育

関
係

事
業

】
【単

位
：予

算
（千

円
）、

決
算

（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

6
1
3

3
5
7
,3

6
2

8
8
名

（
対

象
者

1
6
1
名

）

R
6

6
2
7

3
3
7
,5

7
2

9
1
名

（
対

象
者

1
5
1
名

）

R
5

6
5
3

3
9
2
,0

4
4

8
5
名

（
対

象
者

1
4
3
名

）

R
7

1
2

0
中

止
（
応

募
少

数
）

R
6

1
2

6
,5

0
0

8
名

参
加

R
5

1
2

3
,9

0
0

8
名

参
加

R
7

5
1

4
8
,2

4
0

2
4
名

R
6

4
8

2
7
,3

2
0

1
8
名

R
5

4
8

4
5
,5

0
0

2
1
名

R
7

9
6

9
6
,0

0
0

3
名

参
加

R
6

―
―

無
（
隔

年
実

施
の

た
め

）

R
5

9
6

9
6
,0

0
0

3
名

参
加

R
7

1
4
5

1
3
9
,2

0
0

5
7
名

R
6

1
4
3

1
3
6
,1

2
0

3
7
名

R
5

1
4
3

1
3
4
,2

6
0

4
7
名

R
7

1
7

0
中

止
（
応

募
少

数
）

R
6

1
7

2
,4

0
0

1
0
名

、
精

勤
1
名

・
修

了
3

名
・
延

6
9
名

R
5

1
7

1
,9

8
0

7
名

、
修

了
4
名

・
延

5
2
名

参
加

者
が

主
人

公
と

な
っ

て
、

仲
間

と
の

話
し

合
い

を
通

し
、

青
年

活
動

の
点

検
や

生
き

て
い

く
う

え
で

の
課

題
解

決
を

図
り

青
年

自
ら

の
成

長
に

役
立

た
せ

る
。

◆
実

行
委

員
会

　
1
2
月

発
足

◆
内

容
　

記
念

講
演

「
若

者
と

し
て

こ
の

地
に

生
き

る
」

、
分

科
会

◆
講

師
　

小
林

 
平

造
 
氏

（
学

び
と

文
化

、
地

域
生

活
研

究
所

理
事

長
）

※
主

管
：
青

研
集

会
実

行
委

員
会

（
若

人
の

集
い

）

働
く
青

年
の

人
格

形
成

と
住

み
良

い
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

為
の

仲
間

づ
く
り

を
図

る
と

と
も

に
、

青
年

へ
の

学
習

機
会

を
提

供
し

、
自

主
的

な
社

会
参

加
活

動
を

促
進

す
る

。

青
年

活
動

の
意

義
や

青
年

と
し

て
の

生
き

方
、

具
体

的
な

団
体

の
運

営
方

法
な

ど
に

つ
い

て
学

習
す

る
こ

と
に

よ
り

、
各

自
の

果
た

す
役

割
を

見
い

だ
し

、
団

体
及

び
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。
◆

内
容

　
講

演
会

「
地

域
で

生
き

る
・
地

域
と

生
き

る
～

う
ら

ほ
ろ

ス
タ

イ
ル

を
事

例
に

～
」

◆
講

師
　

犬
養

　
竣

 氏
（
浦

幌
町

地
域

お
こ

し
協

力
隊

　
う

ら
ほ

ろ
ス

タ
イ

ル
担

当
）

※
主

管
：
若

人
の

集
い

全
国

の
ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

の
研

修
や

活
動

家
と

の
交

流
を

と
お

し
て

、
地

域
に

お
け

る
青

年
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。
研

修
団

を
組

織
し

て
研

修
事

業
を

実
施

す
る

。
研

修
団

へ
助

成
金

の
支

出
と

支
援

を
行

う
。

◆
「
浅

虫
ま

ち
お

こ
し

応
援

団
が

っ
ち

ゃ
ん

こ
」
に

訪
問

公
民

館

中
止

公
民

館
ほ

か

公
民

館

中
止

◎
令

和
8
年

八
雲

町
二

十
歳

の
集

い
2
0
歳

を
迎

え
た

青
年

を
対

象
に

、
ふ

る
さ

と
八

雲
や

自
分

の
生

き
方

を
あ

ら
た

め
て

見
つ

め
直

す
こ

と
の

で
き

る
式

典
等

を
開

催
す

る
。

（
対

象
者

Ｈ
1
7
.4

.2
～

Ｈ
1
8
.4

.1
生

ま
れ

）
◆

式
典

、
記

念
講

演
、

動
画

上
映

な
ど

八
雲

・
熊

石
合

同
開

催

公
民

館
ほ

か
茜

学
級

（
第

5
2
回

八
雲

町
女

性
学

級
）

学
習

活
動

や
趣

味
活

動
な

ど
の

取
り

組
み

を
と

お
し

て
仲

間
づ

く
り

を
す

す
め

る
と

と
も

に
、

住
み

よ
い

地
域

づ
く
り

に
む

け
て

地
域

や
家

庭
で

女
性

が
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

考
え

る
。

八
雲

町
二

十
歳

の
集

い
シ

ル
バ

ー
プ

ラ
ザ

1
月

1
1
日

（
日

）

第
4
2
回

八
雲

町
青

年
問

題
研

究
集

会

3
月

6
日

（
金

）

～
3
月

7
日

（
土

）

第
3
9
回

青
年

活
動

リ
ー

ダ
ー

研
修

会

青
年

活
動

道
外

研
修

（
隔

年
実

施
）

3
月

1
4
日

（
土

）

～
3
月

1
5
日

（
日

）
青

森
県

2
月

2
0
日

（
金

）

Ｙ
Ｏ

Ｕ
・
遊

・
ク

ラ
ス

（
第

5
1
回

八
雲

町
青

年
学

級
）

－ ４ －



【青
年

・成
人

教
育

関
係

事
業

】
【単

位
：予

算
（千

円
）、

決
算

（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

1
1
2

8
2
,0

6
0

1
0
5
名

R
6

1
0
9

3
0
,5

4
0

2
6
名

R
5

1
0
9

1
0
4
,6

0
0

4
7
名

R
7

―
―

無
（
隔

年
実

施
の

た
め

）

R
6

9
6

9
6
,0

0
0

3
名

R
5

―
―

無
（
隔

年
実

施
の

た
め

）

R
7

9
5

9
4
,5

8
0

延
べ

4
3
名

R
6

7
4

7
3
,5

0
0

延
べ

3
6
名

R
5

7
4

7
3
,5

0
0

延
べ

9
1
名

R
7

1
2
0

8
0
,0

0
0

2
件

応
募

有
延

べ
5
8
人

参
加

R
6

1
2
0

8
0
,0

0
0

2
件

応
募

有
延

べ
5
0
人

参
加

R
5

1
2
0

7
0
,0

0
0

2
件

応
募

有
延

べ
6
2
人

参
加

シ
ル

バ
ー

プ
ラ

ザ

マ
イ

プ
ラ

ン
学

習
講

座
（
自

主
運

営
学

習
事

業
）

町
内

の
団

体
、

サ
ー

ク
ル

等
が

自
主

的
に

行
う

学
習

活
動

へ
講

師
を

派
遣

し
、

町
民

の
生

涯
学

習
活

動
の

推
進

を
図

る
。

（
謝

金
の

一
部

支
援

、
会

場
確

保
、

Ｐ
Ｒ

協
力

等
を

実
施

す
る

。
）

Ｒ
7
：
1
件

実
施

済
、

1
件

実
施

予
定

・
7
月

3
1
日

（
木

）
「
基

礎
か

ら
の

水
彩

画
講

習
会

」
 主

催
：
は

ま
な

す
画

会
　

参
加

者
2
1
名

・
1
2
月

6
日

（
土

）
「
合

唱
を

楽
し

む
た

め
の

基
礎

講
座

」
実

施
 主

催
：
さ

ざ
な

み
コ

ー
ラ

ス
　

参
加

者
3
7
名

第
3
5
回

全
町

女
性

研
修

会
1
2
月

7
日

（
日

）

全
町

に
わ

た
る

女
性

団
体

及
び

サ
ー

ク
ル

、
個

人
が

女
性

の
立

場
か

ら
一

堂
に

集
い

、
地

域
の

活
性

化
の

た
め

に
女

性
の

果
た

す
役

割
を

考
え

る
。

◆
内

容
　

講
演

会
　

 講
　

師
：
石

原
　

新
菜

氏
（
イ

シ
ハ

ラ
ク

リ
ニ

ッ
ク

副
院

長
）

　
　

　
　

　
  

  
  

  
  
  

  
テ

ー
マ

：
「
免

疫
力

ア
ッ

プ
で

笑
顔

全
開

！
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

～
こ

の
冬

を
元

気
に

の
り

き
ろ

う
！

～
」

※
主

管
：
や

く
も

レ
デ

ィ
ー

ス
ネ

ッ
ト

・
保

健
推

進
委

員
会

※
八

雲
町

と
共

催
（
全

町
1
日

健
康

の
集

い
講

演
会

と
タ

イ
ア

ッ
プ

）

女
性

活
動

リ
ー

ダ
ー

養
成

国
内

研
修

（
隔

年
実

施
）

―
―

全
国

の
ま

ち
づ

く
り

に
つ

い
て

の
研

修
や

女
性

活
動

家
と

の
交

流
を

と
お

し
て

、
地

域
に

お
け

る
女

性
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。
研

修
団

を
組

織
し

て
研

修
事

業
を

実
施

す
る

。
研

修
団

へ
助

成
金

の
支

出
と

支
援

を
行

う
。

第
4
2
回

あ
ん

ど
ん

型
山

車
づ

く
り

講
習

会
9
月

2
6
日

（
金

)
～

9
月

2
8
日

（
日

）
公

民
館

町
民

が
一

丸
と

な
っ

て
取

り
組

め
る

山
車

行
列

を
め

ざ
し

て
、

山
車

の
絵

の
描

き
方

の
基

本
技

術
を

学
び

、
地

域
・
職

場
等

で
参

加
で

き
る

き
っ

か
け

を
つ

く
る

と
と

も
に

、
絵

の
技

術
向

上
を

め
ざ

す
。

◆
山

車
絵

の
制

作
◆

講
師

　
成

田
幻

節
 氏

（
ね

ぷ
た

絵
師

）
※

主
管

：
山

車
行

列
実

行
委

員
会

通
年

公
民

館
ほ

か

－ ５ －



【高
齢

者
教

育
関

係
事

業
】

【単
位

：予
算

（千
円

）、
決

算
（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

4
7

4
,8

0
0

1
3
名

R
6

4
5

7
,2

0
0

1
4
名

R
5

4
5

7
,2

0
0

1
4
名

R
7

1
3
チ

ー
ム

、
1
1
4
名

保
健

福
祉

課
所

管
事

業

R
6

1
3
チ

ー
ム

、
1
1
4
名

保
健

福
祉

課
所

管
事

業

R
5

中
止

（
コ

ロ
ナ

）
保

健
福

祉
課

所
管

事
業

R
7

3
1

7
,5

0
0

3
地

域
・
3
3
名

R
6

3
1

1
1
,4

0
0

3
地

域
・
3
3
名

R
5

3
1

7
,5

0
0

3
地

域
・
3
3
名

R
7

3
0

1
8
,5

2
8

6
回

・
延

べ
4
2
名

R
6

3
0

0
6
回

・
延

べ
2
5
名

R
5

3
3

1
1
,4

6
8

5
回

・
延

べ
2
7
名

地
域

生
き

が
い

学
級

4
月

～
3
月

各
地

域
会

館

高
齢

化
社

会
に

対
応

す
る

た
め

、
趣

味
や

教
養

な
ど

の
学

習
活

動
を

展
開

し
、

豊
か

な
生

き
が

い
づ

く
り

を
図

る
た

め
、

地
域

単
位

で
自

主
活

動
を

促
進

す
る

。
◆

開
設

期
間

　
4
月

～
3
月

◆
開

設
学

級
　

3
学

級
　

・
山

越
地

区
　

学
級

生
1
3
名

　
　

・
落

部
地

区
　

学
級

生
1
2
名

　
・
大

新
地

区
　

学
級

生
8
名

第
2
0
期

熊
石

生
き

が
い

学
習

塾
5
月

～
1
1
月

ふ
れ

あ
い

交
流

セ
ン

タ
ー

く
ま

い
し

館
ほ

か

高
齢

者
の

継
続

的
学

習
の

場
と

機
会

を
拡

充
し

、
生

涯
学

習
に

お
け

る
高

齢
者

教
育

の
充

実
を

図
る

。
◆

内
容

　
①

八
雲

町
熊

石
サ

ー
モ

ン
種

苗
生

産
施

設
見

学
（
5
月

1
日

：
8
名

）
　

②
日

本
フ

ー
ド

パ
ッ

カ
ー

工
場

見
学

（
5
月

3
0
日

：
7
名

）
　

③
「
簡

単
ス

ト
レ

ッ
チ

講
習

会
」
（
6
月

2
3
日

：
7
名

）
　

④
「
コ

ッ
ト

ン
ボ

ー
ル

ラ
イ

ト
作

り
」
（
7
月

3
1
日

：
6
名

）
　

⑤
八

雲
ワ

イ
ナ

リ
ー

見
学

（
9
月

2
6
日

：
7
名

）
　

⑥
熊

石
地

域
文

化
祭

観
覧

（
1
1
月

7
日

：
7
名

）

遊
楽

部
学

園
（
第

5
3
回

八
雲

町
高

齢
者

学
級

）

第
3
0
回

シ
ル

バ
ー

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

1
0
月

2
7
日

（
月

）
シ

ル
バ

ー
プ

ラ
ザ

町
内

の
高

齢
者

が
教

養
や

趣
味

を
身

に
つ

け
る

こ
と

に
よ

り
、

生
き

が
い

を
創

造
す

る
。

◆
学

園
生

：
1
3
名

5
月

3
0
日

（
金

）
～

3
月

1
3
日

（
金

）

町
内

の
高

齢
者

が
一

堂
に

会
し

、
ス

ポ
ー

ツ
活

動
を

実
践

す
る

こ
と

に
よ

り
健

康
づ

く
り

の
意

識
高

揚
と

体
力

の
維

持
を

図
る

。
◆

内
容

　
モ

ル
ッ

ク
※

主
催

：
八

雲
町

・
八

雲
町

教
育

委
員

会

公
民

館
ほ

か

－ ６ －



【家
庭

教
育

関
係

事
業

】
【単

位
：予

算
（千

円
）、

決
算

（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

6
2

4
,5

0
0

2
6
名

R
6

5
9

3
1
,6

5
0

3
9
名

R
5

5
9

2
5
,2

8
0

3
0
名

R
7

5
0

4
,5

0
0

5
名

R
6

4
7

1
0
6
,2

2
6

6
8
名

R
5

4
7

2
5
,2

8
0

3
1
名

R
7

5
3

―
―

家
庭

教
育

支
援

講
座

と
タ

イ
ア

ッ
プ

R
6

5
0

―
―

家
庭

教
育

支
援

講
座

と
タ

イ
ア

ッ
プ

R
5

5
0

5
0
,0

0
0

2
7
名

R
7

2
2

1
8
,9

0
0

1
5
名

R
6

2
2

1
9
,0

0
0

4
0
名

R
5

2
2

2
9
,3

0
0

2
0
名

第
3
7
回

親
子

の
自

然
体

験
学

習
1
0
月

5
日

（
日

）
町

内

北
海

道
の

自
然

に
接

し
、

自
然

の
大

切
さ

や
素

晴
ら

し
さ

を
理

解
す

る
と

共
に

、
親

子
の

心
の

ふ
れ

あ
い

を
図

る
。

◆
内

容
　

枝
打

ち
、

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

等
※

主
管

：
社

会
教

育
推

進
員

会

子
ど

も
の

人
格

形
成

に
重

要
と

さ
れ

る
幼

児
期

の
教

育
に

つ
い

て
学

習
す

る
と

と
も

に
、

子
育

て
を

す
る

親
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

作
り

、
地

域
で

の
子

育
て

に
つ

い
て

考
え

る
。

◆
講

演
　

「
子

育
て

の
楽

し
み

」
◆

講
師

　
柴

田
　

成
 氏

（
北

海
道

教
育

大
学

函
館

校
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
副

セ
ン

タ
ー

長
）

※
主

管
：
八

雲
マ

リ
ア

幼
稚

園
（
公

募
）

幼
児

教
育

講
演

会

家
庭

教
育

講
演

会

家
庭

教
育

支
援

講
座

八
雲

マ
リ

ア
幼

稚
園

2
月

2
7
日

（
金

）

公
民

館
3
月

2
8
日

（
土

）

学
習

を
と

お
し

て
親

育
ち

を
図

り
、

家
庭

教
育

と
子

ど
も

の
健

全
な

成
長

を
支

援
し

、
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

を
め

ざ
す

。

◆
講

演
　

「
楽

し
い

子
育

て
」

◆
講

師
　

柴
田

　
成

 氏
（
北

海
道

教
育

大
学

函
館

校
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
副

セ
ン

タ
ー

長
）

－ ７ －



【生
涯

学
習

】
【単

位
：予

算
（千

円
）、

決
算

（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

2
5
8

2
3
2
,2

6
3

2
4
事

業
・
2
6
回

2
,5

3
0
名

参
加

R
6

1
7
4

1
3
7
,4

9
6

2
4
事

業
・
2
6
回

2
,2

4
2
名

参
加

R
5

1
7
4

1
3
1
,4

7
0

3
7
事

業
・
4
1
回

2
,2

2
3
名

参
加

R
7

8
2
0

5
3
6
,1

3
0

八
雲

1
2
講

座
、

落
部

1
講

座
（
延

べ
6
5
1
名

）

R
6

8
1
5

6
6
6
,9

4
0

八
雲

1
3
講

座
（
延

べ
9
0
0
名

）

◆
公

民
館

事
業

R
5

8
3
5

6
0
8
,9

5
0

八
雲

1
4
講

座
（
延

べ
8
1
3
名

）

R
7

4
6
0

3
9
4
,6

7
3

受
講

者
2
0
名

（
延

べ
5
1
4
名

）

R
6

4
5
2

3
1
7
,7

7
0

受
講

者
1
5
名

（
延

べ
4
3
5
名

）

R
5

3
8
5

2
8
4
,1

9
8

受
講

者
1
3
名

（
延

べ
4
0
0
名

）

R
7

2
5
7

1
3
,2

0
0

中
止

（
応

募
少

数
）

R
6

3
1
6

1
4
3
,4

0
0

5
講

座
・
3
2
名

（
延

べ
9
3
名

）

◆
公

民
館

事
業

R
5

2
6
1

8
3
,4

0
0

5
講

座
・
1
9
名

（
延

べ
5
4
名

）

R
7

6
3

4
1
,8

0
0

全
1
1
回

・
1
1
名

利
用

R
6

6
3

8
8
,8

0
0

全
2
4
回

・
1
0
名

利
用

◆
公

民
館

事
業

R
5

6
3

8
8
,8

0
0

全
2
4
回

・
1
6
名

利
用

第
3
4
回

生
涯

学
習

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
9
月

～
1
2
月

公
民

館
ほ

か

町
内

社
会

教
育

関
係

団
体

と
の

連
携

・
協

力
の

も
と

、
多

種
多

様
な

生
涯

学
習

事
業

を
町

民
各

層
に

提
供

し
、

町
民

の
生

活
資

質
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
づ

く
り

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
に

す
る

。
◆

実
行

委
員

会
　

7
月

発
足

、
協

賛
事

業
募

集
、

チ
ラ

シ
等

で
事

業
を

P
R

◆
内

容
　

メ
イ

ン
講

演
会

　
日

時
：
9
月

7
日

（
日

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
講

　
師

：
保

坂
正

康
氏

（
ノ

ン
フ

ィ
ク

シ
ョ

ン
作

家
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

テ
ー

マ
：
昭

和
1
0
0
年

/
戦

後
8
0
年

　
今

、
歴

史
か

ら
何

を
学

ぶ
か

　
　

　
　

　
 団

体
の

協
賛

事
業

、
地

域
間

交
流

事
業

、
キ

ッ
ズ

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
な

ど

※
主

管
：
生

涯
学

習
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

実
行

委
員

会

公
民

館
生

涯
学

習
講

座
「
木

彫
り

熊
講

座
」

6
月

～
3
月

（
毎

週
土

、
冬

季
隔

週
の

日
）

全
4
0
回

木
彫

り
熊

資
料

館

《
北

海
道

木
彫

り
熊

発
祥

の
地

・
八

雲
》
の

木
彫

り
熊

の
歴

史
と

文
化

を
学

び
、

そ
の

伝
統

技
法

を
後

世
に

継
承

し
、

木
彫

り
熊

を
製

作
す

る
こ

と
に

よ
り

町
づ

く
り

に
取

り
組

む
町

民
の

育
成

を
め

ざ
す

。
　

ま
た

、
初

心
者

向
け

の
講

座
も

開
催

し
、

若
い

世
代

へ
木

彫
り

熊
制

作
を

体
験

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
木

彫
り

熊
に

興
味

を
持

ち
、

制
作

に
取

り
組

む
町

民
の

裾
野

を
広

げ
る

。
◆

通
年

講
座

受
講

者
：
1
6
名

◆
初

心
者

講
座

受
講

者
：
8
月

 2
名

、
3
月

 2
名

公
民

館
生

涯
学

習
講

座

6
月

～
3
月

公
民

館

集
団

で
創

作
活

動
等

を
す

る
こ

と
の

喜
び

を
知

る
と

と
も

に
、

余
暇

を
有

意
義

に
活

用
す

る
た

め
、

町
民

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
各

種
講

座
を

開
設

し
、

生
涯

学
習

の
振

興
を

図
る

。
◆

開
催

講
座

・
八

雲
地

区
1
2
講

座
（
着

つ
け

、
絵

画
(昼

・
夜

)、
篆

刻
、

俳
句

入
門

、
ソ

ー
イ

ン
グ

、
小

原
流

生
け

花
、

英
会

話
、

そ
ば

打
ち

、
子

ど
も

絵
画

（
パ

レ
ッ

ト
・
ア

ト
リ

エ
）
、

八
雲

学
）

・
落

部
地

区
1
講

座
（
絵

画
）

ＩＴ
町

民
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー

5
月

～
3
月

公
民

館
は

ぴ
あ

八
雲

町
民

の
パ

ソ
コ

ン
に

関
す

る
相

談
窓

口
を

月
１

回
開

催
し

、
問

題
解

決
す

る
と

と
も

に
、

パ
ソ

コ
ン

の
普

及
を

図
る

。
◆

開
催

日
時

　
5
月

～
3
月

（
毎

月
第

2
木

曜
日

）
　

　
5
月

～
1
0
月

：
公

民
館

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 1
1
月

～
 3

月
：
は

ぴ
あ

八
雲

公
民

館
パ

ソ
コ

ン
講

座

中
止

公
民

館

情
報

化
時

代
に

対
応

し
、

各
種

パ
ソ

コ
ン

講
座

を
開

催
す

る
。

◆
開

催
講

座
　

5
講

座
募

集

※
今

年
計

画
し

て
い

た
講

座
に

つ
い

て
は

申
込

少
数

に
よ

り
全

て
中

止

－ ８ －



【
生

涯
学

習
】

【単
位

：予
算

（千
円

）、
決

算
（円

）】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

47
46

,8
00

12
回

実
施

、
受

講
生

10
名

R
6

47
46

,8
00

12
回

実
施

、
受

講
生

9名

R
5

47
46

,8
00

12
回

実
施

、
受

講
生

7名

R
7

0
0

来
場

者
：1

26
名

R
6

0
0

来
場

者
：1

35
名

R
5

0
0

来
場

者
：1

22
名

R
7

20
0

八
雲

48
名

、
熊

石
29

名

R
6

19
3,

90
0

八
雲

15
名

、
熊

石
14

名

R
5

20
2,

40
0

八
雲

17
名

R
7

R
6

R
5

R
7

R
6

R
5

R
7

R
6

R
5

梅
村

庭
園

（梅
雲

亭
）

日
本

の
伝

統
文

化
に

親
し

み
、

茶
道

の
作

法
を

学
ぶ

。
・全

12
回

（月
2回

、
平

日
夜

間
ほ

か
）

◆
受

講
生

：1
0名

茶
道

講
座

7月
～

11
月

 公
民

館

熊
石

総
合

支
所

歴
史

史
料

の
解

読
を

通
し

て
、

八
雲

と
熊

石
の

歴
史

へ
の

理
解

を
深

め
る

。
◆

講
師

　
幸

村
恒

夫
氏

八
雲

：4
8名

、
熊

石
：2

9名

史
料

よ
り

見
る

歴
史

講
座

（八
雲

・熊
石

地
域

）

八
雲

：
1
1
月

1
6
日

（
日

）

熊
石

：
1
1
月

3
0
日

（
日

）

企
画

展

柴
崎

熊
～

柴
崎

重
行

生
誕

12
0周

年
記

念
」

9月
13

日
（土

）
～

11
月

30
日

（日
）

木
彫

り
熊

資
料

館

柴
崎

重
行

生
誕

12
0周

年
を

記
念

し
、

柴
崎

熊
を

展
示

す
る

。
坂

本
直

行
と

の
作

品
交

換
に

つ
い

て
の

聞
き

取
り

も
紹

介
す

る
。

来
場

者
：2

,1
65

名

秋
の

茶
会

10
月

26
日

（日
）

梅
村

庭
園

（梅
雲

亭
）

日
本

の
伝

統
文

化
に

親
し

む
た

め
、

表
千

家
流

の
点

前
で

、
薄

茶
（お

菓
子

付
き

）を
一

服
提

供
す

る
。

茶
道

講
座

生
が

学
ん

だ
作

法
を

実
践

す
る

場
と

す
る

。
主

催
：表

千
家

流
同

好
会

、
八

雲
町

郷
土

資
料

館

（R
7）

予
算

：9
1千

円
決

算
：6

3,
47

0円
来

場
者

：4
,9

36
名

（R
6）

予
算

：1
32

千
円

決
算

：1
00

,2
75

円
来

場
者

：7
,9

83
人

（R
5）

予
算

：1
33

千
円

決
算

：7
5,

89
1円

来
場

者
：6

,4
38

人

企
画

展

戦
争

の
キ

ヲ
ク

～
八

雲
町

の
戦

中
・戦

後
の

く
ら

し
～

7月
19

日
（土

）
～

9月
28

日
（日

）
木

彫
り

熊
資

料
館

戦
後

80
年

を
記

念
し

、
戦

中
～

戦
後

の
様

子
を

見
聞

き
し

た
方

か
ら

の
聞

き
取

り
等

の
紹

介
と

、
戦

争
に

関
連

し
た

資
料

の
展

示
。

来
場

者
：2

,0
97

名

木
彫

り
熊

資
料

館

　
令

和
7年

11
月

に
寄

贈
さ

れ
た

笹
氏

の
絵

画
や

木
彫

り
作

品
に

加
え

、
資

料
館

所
蔵

の
木

彫
り

熊
も

展
示

し
、

作
者

の
経

歴
や

評
価

、
作

風
に

つ
い

て
紹

介
す

る
。

来
場

者
：6

74
名

企
画

展

令
和

7年
度

収
蔵

美
術

展
「絵

も
、

木
彫

り
も

　
　

　
　

　
　

　
　

笹
勇

一
の

世
界

」

2月
17

日
（火

）
～

3月
29

日
（日

）

－ ９ －



【
生

涯
学

習
】

【単
位

：予
算

（千
円

）、
決

算
（円

）】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

0
0

来
場

者
：5

20
名

甘
酒

・
抹

茶
提

供

R
6

0
0

来
場

者
：7

11
名

甘
酒

・
抹

茶
提

供

R
5

0
0

来
場

者
：7

26
名

甘
酒

・
抹

茶
提

供

R
7

0
0

来
場

者
：2

38
名

①
1
1
0
名

②
6
1
名

③
6
7
名

R
6

0
0

来
場

者
：4

76
名

①
2
4
5
名

②
9
5
名

③
1
3
6
名

R
5

0
0

来
場

者
：1

72
名

「
趣

味
の

油
絵

展
」

郷
土

資
料

館
が

所
蔵

す
る

明
治

期
か

ら
昭

和
期

の
ひ

な
人

形
と

、
や

く
も

レ
デ

ィ
ー

ス
ネ

ッ
ト

が
所

蔵
す

る
全

国
の

ひ
な

人
形

を
展

示
。

※
共

催
：や

く
も

レ
デ

ィ
ー

ス
ネ

ッ
ト

熊
石

歴
史

記
念

館
特

別
展

開
催

事
業

熊
石

歴
史

記
念

館

熊
石

歴
史

記
念

館
の

教
育

的
活

用
と

地
域

の
活

性
化

を
め

ざ
し

て
特

別
展

を
開

催
し

、
地

域
文

化
の

振
興

を
図

る
◆

特
別

展
  
①

「狩
猟

（ハ
ン

タ
ー

）×
狩

猟
（ハ

ン
タ

ー
）展

」②
「屛

風
展

」③
「根

崎
神

社
例

大
祭

展
」

企
画

展

ひ
な

人
形

展

2月
10

日
（火

）
～

3月
3日

（火
）

梅
村

庭
園

（梅
雲

亭
）

①
５

月
1日

（木
）

～
６

月
１

日
（日

）
②

６
月

27
日

（金
）

～
７

月
27

日
（日

）
③

8月
12

日
（火

）
～

９
月

15
日

（月
）

－ １ －

－ １０ －



【文
化

財
】

【単
位

：予
算

（千
円

）、
決

算
（
円

）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

0
0

R
6

0
0

R
5

0
0

R
7

0
0

来
場

者
：
1
,1

2
0
名

R
6

0
0

来
場

者
：
1
,4

5
4
名

R
5

0
0

来
場

者
：
1
,0

3
2
名

3
名

（
八

雲
町

調
査

員
、

他
町

調
査

員
、

渡
島

教
委

局
担

当
者

）

町
内

3
名

（
八

雲
町

調
査

員
、

他
町

調
査

員
、

渡
島

教
委

局
担

当
者

）

4
名

（
八

雲
町

調
査

員
2
名

、
他

町
調

査
員

、
渡

島
教

委
局

担
当

者
）

企
画

展
重

要
文

化
財

「
コ

タ
ン

温
泉

遺
跡

出
土

品
」
展

1
0
月

7
日

（
火

）
～

1
1
月

9
日

（
日

）
木

彫
り

熊
資

料
館

北
海

道
教

育
委

員
会

が
定

め
る

「
北

海
道

文
化

財
保

護
強

調
月

間
」
に

合
わ

せ
て

、
国

指
定

重
要

文
化

財
「
コ

タ
ン

温
泉

遺
跡

出
土

品
」
の

公
開

・
展

示
を

行
う

。

文
化

財
パ

ト
ロ

ー
ル

1
1
月

1
3
日

（
木

）
渡

島
教

育
局

職
員

と
道

か
ら

委
嘱

を
受

け
た

調
査

員
と

共
に

、
町

内
に

所
在

す
る

文
化

財
の

巡
視

を
行

う
。

－ １１ －



【団
体

事
業

（主
要

事
業

関
係

）】
【単

位
：予

算
（千

円
）、

決
算

（
千

円
）
】

事
業

名
開

催
日

時
会

場
令

和
７

年
度

　
事

業
実

施
状

況
（
事

業
概

要
）

年
度

予
算

決
算

参
加

状
況

等
備

考

R
7

1
,1

3
2

8
9
5

R
6

1
,1

4
6

1
,1

4
6

R
5

9
9
1

9
9
1

R
7

4
,5

0
0

4
,5

0
0

R
6

4
,5

0
0

4
,5

0
0

R
5

3
,0

0
0

3
,0

0
0

R
7

1
,2

7
0

1
,2

7
0

R
6

1
,2

7
0

1
,2

7
0

R
5

1
,2

7
0

1
,2

7
0

第
３

９
回

八
雲

さ
む

い
べ

や
祭

り
2
月

8
日

（
日

）
パ

ノ
ラ

マ
パ

ー
ク

八
雲

町
の

冬
の

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
「
八

雲
さ

む
い

べ
や

祭
り

」
を

開
催

す
る

た
め

、
実

行
委

員
会

へ
補

助
金

を
支

出
し

、
八

雲
町

の
活

性
化

を
図

る
。

〇
日

時
　

令
和

8
年

2
月

8
日

（
日

）
〇

主
催

　
八

雲
さ

む
い

べ
や

祭
り

実
行

委
員

会
（
9
団

体
で

構
成

）
〇

会
場

　
道

立
公

園
噴

火
湾

パ
ノ

ラ
マ

パ
ー

ク
〇

内
容

　
ス

ノ
ー

モ
ー

ビ
ル

「
白

熊
号

」
運

行
、

チ
ュ

ー
ブ

ソ
リ

滑
り

、
各

種
バ

ザ
ー

、
お

楽
し

み
ゲ

ー
ム

大
会

、
そ

の
他

ア
ト

ラ
ク

シ
ョ

ン
な

ど

八
雲

町
平

和
学

習
事

業
8
月

5
日

（
火

）
～

8
月

7
日

（
木

）
広

島
県

　
八

雲
町

の
核

兵
器

廃
絶

平
和

都
市

宣
言

に
基

づ
き

、
平

和
学

習
の

一
環

と
し

て
平

成
2
5
年

度
以

降
、

毎
年

町
内

各
中

学
校

か
ら

1
名

ず
つ

（
八

雲
中

学
校

は
2
名

の
選

出
）
と

引
率

2
名

を
被

爆
地

広
島

県
へ

派
遣

し
、

平
和

の
大

切
さ

を
学

習
さ

せ
る

と
と

も
に

、
次

世
代

へ
の

平
和

教
育

の
振

興
を

図
る

目
的

で
実

施
。

・
中

学
生

5
名

、
引

率
教

諭
1
名

、
職

員
1
名

、
計

7
名

、
被

爆
地

広
島

県
に

派
遣

。

第
４

１
回

八
雲

山
車

行
列

7
月

5
日

（
土

）
～

7
月

6
日

（
日

）
町

内

　
町

民
各

層
が

利
害

関
係

を
ぬ

き
に

し
て

心
の

共
鳴

を
さ

せ
、

人
間

の
き

ず
な

を
深

め
る

こ
と

の
で

き
る

事
業

と
し

て
山

車
行

列
を

行
い

、
町

民
の

心
の

ふ
る

さ
と

づ
く
り

を
行

う
と

と
も

に
、

地
域

の
新

た
な

文
化

創
造

を
は

か
り

、
住

み
よ

い
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

こ
と

を
目

的
に

実
施

す
る

。
※

雨
天

順
延

〇
主

催
　

八
雲

山
車

行
列

実
行

委
員

会

－ １２ －



令和７年度　社会教育団体の事業概要 （単位：千円）

予算 決算

八雲町文化団体連合会 文化団体等相互の親睦を図り、もって郷土文化の向上発展を期する。
視察研修、文化祭芸能発表会、展示発表会、道民
芸術祭参加

175 175

八雲町文化団体連合会特別事業［隔年］
八雲町民に舞台芸術鑑賞の機会を提供することにより、心豊かな町民を育成し文化の
香り高い町づくりを目指す。

舞台芸術鑑賞事業
［隔年］
　令和8年度実施予定

八雲町社会教育推進員会
各団体との交流を通しての要求把握、社会教育推進員の研修活動の充実、社会教育活
動振興のための各種取り組みを行う。

お菓子作り講習会、内部研修会、まちづくりワー
クショップ

27 27

八雲町青少年健全育成推進協議会
家庭・学校・地域及び関係機関・団体の連携を密にし、青少年の健全育成を図ること
を目的とする。

健全育成書道展、各種パトロール、健全育成標語
展、広報発行、地区活動助成

418 418

八雲町ＰТＡ連合会 八雲町単位ＰＴＡ相互に連絡・調整し、本町の教育振興に寄与する。 町Ｐ連研究大会、各種研修会開催・参加 146 35

八雲町女性連絡会議やくもレディース
ネット

八雲町管内の女性団体及び個人の交流を通し、会員相互の豊かな人間形成を図るとと
もに、女性の知恵や感性・行動力を、誰もが住んでいてよかったと思える町づくりに
寄与する。

おひなさま展示、内部研修、子育て支援事業、文
化祭バザー、交流事業

57 57

若人の集い 青年の生活を高め、住みよい地域づくりをはかる。
町民演芸会、あついべや七夕祭り、ふるさとカレ
ンダー製作、学習会、スポーツ交流、清掃活動

130 130

八雲町花いっぱい運動推進委員会
緑と花のあふれるまちづくりをめざし、花いっぱい運動をすすめ町民の情操を高め、
美しい豊かな環境づくりをはかる。

花苗斡旋、駅前花壇整備、町外視察研修、写真
展、花壇づくり講習会

250 150

八雲ばやし「どどん鼓座」
八雲ばやしを中心とした太鼓・笛・獅子舞などの保存と普及、並びに新たなおはやし
等の創作を目的とする。

定例練習、進級進学卒業公演、太鼓指導、各種イ
ベント参加

70 70

野田生地区生涯学習推進会議
あたらしい町づくりの理念に応じた生涯学習社会の実現を図るため、住民一人ひとり
が生活の向上や自己の充実をめざす学習活動に取り組めるよう教育的機能や役割及び
諸条件の整備をし、学習組織を拡充しながら地域性を生かした学習の推進に努める。

各部会ごとの事業開催 30 20

山越地区生涯学習推進会議
あたらしい町づくりの理念に応じた生涯学習社会の実現を図るため、住民一人ひとり
が生活の向上や自己の充実をめざす学習活動に取り組めるよう教育的機能や役割及び
諸条件の整備をし、学習組織を拡充しながら地域性を生かした学習の推進に努める。

各部会ごとの事業開催 30 30

落部地区生涯学習推進会議
あたらしい町づくりの理念に応じた生涯学習社会の実現を図るため、住民一人ひとり
が生活の向上や自己の充実をめざす学習活動に取り組めるよう教育的機能や役割及び
諸条件の整備をし、学習組織を拡充しながら地域性を生かした学習の推進に努める。

各部会ごとの事業開催 30 30

八雲村との交流を進める会
島根県松江市八雲町と相互交流を深め、両町村の活力ある“まちむら”づくりをめざ
す。

松江市八雲町から中学生を受入、島根県の風土を
知る会

150 150

八雲町男女共同参画社会をめざす会 男女共同参画基本法の理念に沿って、八雲町の男女共同参画社会の実現をめざす。
男女共同参画に関する学習会、中学校での人権講
演会

100 100

八雲町地域子ども会育成連絡協議会
地域子ども会育成組織の連絡協調を図り、地域子ども会の発展向上と青少年の健全育
成に資する。

子ども会ひろば（八雲、落部、熊石）、
各種研修会等

210 210

八雲町平和学習事業実行委員会
平和学習の一環として、町内の中学生を被爆地広島へ派遣し、「核も戦争もない未
来」を希求する取り組みを体験し、平和教育の普及振興を図る。

町内中学生5名・引率者1名を広島へ派遣（8月5日
～7日）、報告書の作成、報告会の実施

980 771

八雲町地域教育力活性化推進協議会
家庭・学校・地域・行政機関等が連携・協力し、家庭及び地域の教育力の活性化を図
る。

わくわく教室（放課後の体験活動）、家庭教育支
援事業、子どもの体験活動を支援する事業

176 176

八雲山車行列実行委員会
町民のこころのふるさとづくりと、地域の新たな文化創造をめざす「八雲山車行列」
の内容充実と円滑な運営、並びに参加団体の連絡調整と親睦を図る。

第41回八雲山車行列（7月5日・6日） 4,500 4,500

八雲さむいべや祭り実行委員会
雪に親しみ、冬を楽しくためのイベントである「八雲さむいべや祭り」の内容充実と
円滑な運営、並びに参加団体の連絡調整を図る。

第39回八雲さむいべや祭り（2月8日） 1,270 1,270

小牧市八雲町児童生徒学習交流事業実行
委員会

八雲町を拓いた祖先の出身地としてゆかりの深い愛知県小牧市の児童との学習を通し
て両市町の交流を図る。

夏季：愛知県小牧市より児童24名受入
　　　八雲町児童13名参加（7月）
秋季：八雲町から生徒7名、引率2名派遣（11月）

1,475 1,216

熊石レディースネットワーク
熊石の活動する女性の団体及び個人が、ネットワークを形成し、お互いに連携を図
り、新しい地域づくりや生涯にわたる学習活動及び女性の諸活動を促進し、会員相互
の人間的なふれあいを図りながら、それぞれの豊かな人生を築くことを目的とする。

フラワー事業（花壇整備等）、福祉施設慰問演芸
等披露、会員研修会及び交流会

54 54

熊石文化協会 文化団体等相互の親睦を図り、もって郷土文化の向上発展を期する。 文化祭展示発表会 94 94

青年活動道外研修
国内の青年活動先進地の事例から学び、活動家との交流やまちづくりの研修から、地
域の発展に青年がいかにかかわっていくか学習する。

研修団（3名）による研修（青森県） 96 96
［隔年］
　令和7年度実施

女性活動リーダー養成国内研修
全国の女性団体等の活動内容の研修を通して、女性活動のリーダー養成を図り、地域
における女性活動の活性化を図る。

［隔年］
　令和8年度実施予定

団体名 団体の目的等 主な事業内容
R7補助金

摘要
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期　　日 　　　事　　　　業　　　　名 　　会　　　場 活　動　内　容　等

6月4日（水） 第1回八雲町社会教育委員会議 八雲町公民館 12名出席

9月24日（水） 第2回八雲町社会教育委員会議 八雲町公民館 14名参加

12月18日（木） 第3回八雲町社会教育委員会議 八雲町公民館 13名参加

3月16日（水）
第4回八雲町社会教育委員会議
兼公民館運営審議会

八雲町公民館 10名参加

4月25日（金）
令和7年度渡島社会教育委員連絡協議会
第1回役員会

書面開催

5月7日（水）
令和7年度渡島社会教育委員連絡協議会
定期総会

北斗市 委員長・事務局

6月13日（金）
北海道社会教育委員連絡協議会令和7年度
第2回理事会

札幌市 委員長

7月7日（月）
北海道社会教育委員連絡協議会令和7年度
第3回理事会

札幌市 欠席

7月7日（月）
7～8日（火）

第45回北海道市町村社会教育委員長等研修
会

札幌市 副委員長・事務局

11月7日（金）
第64回北海道社会教育研究大会（檜山大会）
兼全国社会教育委員連合北海道ブロック大会

今金町 委員・事務局

1月16日（金）
令和7年度渡島社会教育委員連絡協議会
第2回役員会

書面開催

1月29日（木）
北海道社会教育委員連絡協議会令和7年度
臨時理事会

札幌市 欠席

2月17日（火） 令和7年度渡島社会教育委員研究集会 函館市 委員長・委員・事務局

3月18日（水）
北海道社会教育委員連絡協議会令和7年度
第4回理事会

札幌市 副委員長

期　　日 　　　事　　　　業　　　　名 　　会　　　場 活　動　内　容　等

1月20日（火） 第1回総務部会 八雲町公民館
教育委員会事務事業の
外部評価について等

期　　日 　　　事　　　　業　　　　名 　　会　　　場 活　動　内　容　等

12月18日（木） 第1回事業部会 八雲町公民館 部会長等選出

期　　日 　　　事　　　　業　　　　名 　　会　　　場 活　動　内　容　等

7月16日（水） 第1回団体育成部会 八雲町公民館 7名出席

8月25日（月） 第2回団体育成部会 八雲町公民館 4名出席

8月31日（日） 社会教育委員団体交流会 八雲町公民館
委員6名参加
各団体等8名参加

12月18日（木） 第3回団体育成部会 八雲町公民館 部会長等選出

令和７年度　八雲町社会教育委員各部会等活動報告

☆　社会教育委員

☆　総務部会

☆　事業部会

☆　団体育成部会
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(1)月別事業予定

主催事業･会議等 主催事業･会議等

通年 ・公民館生涯学習講座（6月～2月） 10月 ・第35回全町生涯学習フェスティバル（～12月）

・木彫り熊講座（6月～3月） ・重要文化財「コタン温泉遺跡出土品」展（～11月）

・梅雲亭茶道講座（7月～11月） ・第38回親子の自然体験学習（4日）

・マイプラン学習講座（3事業） ・お年寄りと子どものつどい⑤（10日）

 4月 ・地域生きがい学級開設（～3月） ・第31回シルバーオリンピック

・第43回あんどん型山車づくり講習会（17日～19日） ・秋の茶会（25日）

・第41回ミニ金魚ねぷたづくり講習会（18日） ・史料より見る歴史講座①

・木彫り熊資料館企画展（4月25日～8月30日） 11月 ・ユーラップ川自然体験学習会②

 5月 ・熊石歴史記念館企画展（5月1日～6月30日） ・お年寄りと子どものつどい⑥（28日）

・第54回遊楽部学園開講（～3月） ・英語で遊ぼう～For Little Children～

・熊石生きがい学習塾開講（～11月） ・第3回社会教育委員会議

・収蔵美術展（5月19日～6月21日） ・史料より見る歴史講座②

・第36回全町女性研修会（30日） ・小牧市八雲町児童生徒学習交流事業（派遣）（21日～23日）

6月 ・第1回社会教育委員会議（2日） ・文化財パトロール

・お年寄りと子どものつどい①（13日） 12月 ・お年寄りと子どものつどい⑦（12日）

・ユーラップ川自然体験学習会①（14日） ・少年文化財教室

・化石採集体験学習（27日）  1月 ・八雲町二十歳の集い（10日）

7月 ・ミュージックサマースクール（4日～5日） ・第62回小・中学生新年席書大会（八雲）

・お年寄りと子どものつどい②（25日） ・第37回新春書き初め席書大会（熊石）

・ﾋﾛｼﾏ・ﾅｶﾞｻｷ原爆写真ポスター展（～8月） ・縄文文化体験学習

・小牧市八雲町児童生徒学習交流事業（受入）（28日～31日） ・ユーラップ川自然体験学習会③

・第53回茜学級開講（～12月）  2月 ・ひな人形展（～3月）

・第52回YOU・遊・クラス（～3月） ・第43回青年問題研究集会

 8月 ・第1回文化財保護審議会 ・第2回文化財保護審議会

・お年寄りと子どものつどい③（22日）  3月 ・ユーラップ川自然体験学習会④

・第48回子どもｱｲﾃﾞｨｱ工作展募集 ・第4回社会教育委員会議兼公民館運営審議会

・木彫り熊初心者講座➀ ・木彫り熊初心者講座②

 9月 ・第48回子どもｱｲﾃﾞｨｱ工作展審査・展示・表彰式 未定 ・ＩＴ町民サポートセンター

・第43回ふるさと発見ウォークラリー大会 ・公民館生涯学習パソコン講座

・お年寄りと子どものつどい④（23日） ・国際交流事業（ALT活用事業）

・第2回社会教育委員会議 ・女性活動リーダー養成国内研修［隔年事業］

・第40回青年活動リーダー研修会 ・幼児教育講演会

・郷土資料館特別展（～12月） ・家庭教育講演会

・家庭教育支援講座

令和８年度　八雲町社会教育課・熊石教育事務所所管事業計画案
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令和８年度　社会教育団体の事業概要 （単位：千円）

予算 決算

八雲町文化団体連合会 文化団体等相互の親睦を図り、もって郷土文化の向上発展を期する。
視察研修、文化祭芸能発表会、展示発表会、道民
芸術祭参加

175

八雲町文化団体連合会特別事業［隔年］
八雲町民に舞台芸術鑑賞の機会を提供することにより、心豊かな町民を育成し文化の
香り高い町づくりを目指す。

舞台芸術鑑賞事業 1,400
［隔年］
　令和8年度実施

八雲町社会教育推進員会
各団体との交流を通しての要求把握、社会教育推進員の研修活動の充実、社会教育活
動振興のための各種取り組みを行う。

お菓子作り講習会、内部研修会、まちづくりワー
クショップ

27

八雲町青少年健全育成推進協議会
家庭・学校・地域及び関係機関・団体の連携を密にし、青少年の健全育成を図ること
を目的とする。

健全育成書道展、各種パトロール、健全育成標語
展、広報発行、地区活動助成

418

八雲町ＰТＡ連合会 八雲町単位ＰＴＡ相互に連絡・調整し、本町の教育振興に寄与する。 町Ｐ連研究大会、各種研修会開催・参加 146

八雲町女性連絡会議やくもレディース
ネット

八雲町管内の女性団体及び個人の交流を通し、会員相互の豊かな人間形成を図るとと
もに、女性の知恵や感性・行動力を、誰もが住んでいてよかったと思える町づくりに
寄与する。

おひなさま展示、内部研修、子育て支援事業、文
化祭バザー、交流事業

57

若人の集い 青年の生活を高め、住みよい地域づくりをはかる。
町民演芸会、あついべや七夕祭り、ふるさとカレ
ンダー製作、学習会、スポーツ交流、清掃活動

130

八雲町花いっぱい運動推進委員会
緑と花のあふれるまちづくりをめざし、花いっぱい運動をすすめ町民の情操を高め、
美しい豊かな環境づくりをはかる。

花苗斡旋、駅前花壇整備、町外視察研修、写真
展、花壇づくり講習会

200

八雲ばやし「どどん鼓座」
八雲ばやしを中心とした太鼓・笛・獅子舞などの保存と普及、並びに新たなおはやし
等の創作を目的とする。

定例練習、進級進学卒業公演、太鼓指導、各種イ
ベント参加

70

野田生地区生涯学習推進会議
あたらしい町づくりの理念に応じた生涯学習社会の実現を図るため、住民一人ひとり
が生活の向上や自己の充実をめざす学習活動に取り組めるよう教育的機能や役割及び
諸条件の整備をし、学習組織を拡充しながら地域性を生かした学習の推進に努める。

各部会ごとの事業開催 30

山越地区生涯学習推進会議
あたらしい町づくりの理念に応じた生涯学習社会の実現を図るため、住民一人ひとり
が生活の向上や自己の充実をめざす学習活動に取り組めるよう教育的機能や役割及び
諸条件の整備をし、学習組織を拡充しながら地域性を生かした学習の推進に努める。

各部会ごとの事業開催 30

落部地区生涯学習推進会議
あたらしい町づくりの理念に応じた生涯学習社会の実現を図るため、住民一人ひとり
が生活の向上や自己の充実をめざす学習活動に取り組めるよう教育的機能や役割及び
諸条件の整備をし、学習組織を拡充しながら地域性を生かした学習の推進に努める。

各部会ごとの事業開催 30

八雲村との交流を進める会
島根県松江市八雲町と相互交流を深め、両町村の活力ある“まちむら”づくりをめざ
す。

松江市八雲町へ中学生を派遣、島根県の風土を知
る会

300

八雲町男女共同参画社会をめざす会 男女共同参画基本法の理念に沿って、八雲町の男女共同参画社会の実現をめざす。
男女共同参画に関する学習会、中学校での人権講
演会

100

八雲町地域子ども会育成連絡協議会
地域子ども会育成組織の連絡協調を図り、地域子ども会の発展向上と青少年の健全育
成に資する。

子ども会ひろば（八雲、落部、熊石）、各種研修等 210

八雲町平和学習事業実行委員会
平和学習の一環として、町内の中学生を被爆地広島へ派遣し、「核も戦争もない未
来」を希求する取り組みを体験し、平和教育の普及振興を図る。

町内中学生5名・引率者1名を広島へ派遣（8月5日
～7日）、報告書の作成、報告会の実施

1,020

八雲町地域教育力活性化推進協議会
家庭・学校・地域・行政機関等が連携・協力し、家庭及び地域の教育力の活性化を図
る。

わくわく教室（放課後の体験活動）、家庭教育支
援事業、子どもの体験活動を支援する事業

176

八雲山車行列実行委員会
町民のこころのふるさとづくりと、地域の新たな文化創造をめざす「八雲山車行列」
の内容充実と円滑な運営、並びに参加団体の連絡調整と親睦を図る。

第42回八雲山車行列（7月3日・4日） 5,000

八雲さむいべや祭り実行委員会
雪に親しみ、冬を楽しくためのイベントである「八雲さむいべや祭り」の内容充実と
円滑な運営、並びに参加団体の連絡調整を図る。

第40回八雲さむいべや祭り（2月上旬）、
40回記念事業

1,500

小牧市八雲町児童生徒学習交流事業実行
委員会

八雲町を拓いた祖先の出身地としてゆかりの深い愛知県小牧市の児童との学習を通し
て両市町の交流を図る。

夏季：愛知県小牧市より児童24名受入
　　　八雲町児童12名参加（7月）
秋季：八雲町から生徒6名、引率2名派遣（11月）

1,475

熊石レディースネットワーク
熊石の活動する女性の団体及び個人が、ネットワークを形成し、お互いに連携を図
り、新しい地域づくりや生涯にわたる学習活動及び女性の諸活動を促進し、会員相互
の人間的なふれあいを図りながら、それぞれの豊かな人生を築くことを目的とする。

フラワー事業（花壇整備等）、福祉施設慰問演芸
等披露、会員研修会及び交流会

54

熊石文化協会 文化団体等相互の親睦を図り、もって郷土文化の向上発展を期する。 文化祭展示発表会 94

青年活動道外研修
国内の青年活動先進地の事例から学び、活動家との交流やまちづくりの研修から、地
域の発展に青年がいかにかかわっていくか学習する。

［隔年］
　令和9年度実施予定

女性活動リーダー養成国内研修
全国の女性団体等の活動内容の研修を通して、女性活動のリーダー養成を図り、地域
における女性活動の活性化を図る。

研修団（3名程度）による研修 96
［隔年］
　令和8年度実施

団体名 団体の目的等 主な事業内容
R8補助金

摘要
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期　　日 　　　事　　　　業　　　　名 　　会　　　場 活　動　内　容　等

6月2日（火） 第1回八雲町社会教育委員会議 八雲町公民館

9月予定 第2回八雲町社会教育委員会議 八雲町公民館

11月予定 第3回八雲町社会教育委員会議 八雲町公民館

3月予定
第4回八雲町社会教育委員会議
兼公民館運営審議会

八雲町公民館

4月14日（火）
令和8年度渡島社会教育委員連絡協議会
第1回役員会

書面開催 副委員長

4月17日（金）
令和8年度北海道社会教育委員連絡協議会
第1回理事会及び通常総会

札幌市 副委員長・事務局

5月15日（金）
令和8年度渡島社会教育委員連絡協議会
定期総会

北斗市 副委員長・事務局

7月16日（木）
7～17日（金）

第46回北海道市町村社会教育委員長等研修
会

札幌市 委員長・事務局

7～9月予定
令和8年度渡島社会教育委員連絡協議会
第2回役員会

書面開催予定

11月12日（木）
  7～13日（金）

第65回北海道社会研究大会（宗谷大会）兼全
国社会教育委員連合北海道ブロック大会

稚内市 欠席

11月予定 令和8年度渡島社会教育委員研究集会 未定

期　　日 　　　事　　　　業　　　　名 　　会　　　場 活　動　内　容　等

1月予定 第1回総務部会 八雲町公民館
教育委員会事務事業の
外部評価について等

期　　日 　　　事　　　　業　　　　名 　　会　　　場 活　動　内　容　等

6～7月予定 第1回事業部会 八雲町公民館

11月予定 第2回事業部会 八雲町公民館

期　　日 　　　事　　　　業　　　　名 　　会　　　場 活　動　内　容　等

6～7月予定 第1回団体育成部会 八雲町公民館

11月予定 第2回団体育成部会 八雲町公民館

令和８年度　八雲町社会教育委員各部会等活動報告

☆　社会教育委員

☆　総務部会

☆　事業部会

☆　団体育成部会
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参考資料

《任　期》　　 自　令和７年10月１日

至　令和９年９月30日

№ 委員氏名 住　　　所 部　　　会 備　考

1 助 川 剛 八雲町野田生 事業部会 令和8年4月1日～

2 川 端 裕 介 八雲町野田生 団体育成部会 令和8年4月1日～

3 鈴 木 馨 八雲町東雲町 事業部会

4 小 林 元 彦 八雲町落部 事業部会

5 小 出 政 彦 八雲町山崎 団体育成部会

6 林 時 正 八雲町東野 団体育成部会

7 前 川 伸 也 八雲町熱田 団体育成部会

8 小 野 礼 子 八雲町東町 事業部会

9 中 田 拓 希 八雲町東町 団体育成部会

10 桶 谷 恵 理 子 八雲町落部 団体育成部会

11 田 村 綾 子 八雲町熊石折戸町 事業部会

12 寺 田 裕 八雲町栄町 団体育成部会

13 長 谷 部 修 八雲町出雲町 事業部会 部会長

学識経験者

学識経験者

（兼ねて八雲町公民館運営審議会委員）

所　　　　　　属

野田生中学校長

野田生中学校教頭

八雲町文化団体連合会

　　　　　　　八　雲　町　社　会　教　育　委　員

八雲町青少年健全育成
推進協議会

八雲町地域子ども会育
成連絡協議会

八雲町PTA連合会

若人の集い

学識経験者

学識経験者

一般公募

一般公募
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